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ネ ッ トワ
ー ク活用能力の 育成を目指 した

　　　　　　　　　授業の 設計 と展 開

西田友幸 串 1
堀田蘢也

＊ 2

〔概要〕本研 究では ， ネ ッ トワー クを活用す る能力 の 育成 を 目指 し た授 業を各教科 等で 共 通 し

て 実施す る た め の 方法 と して ，授業の モ デ ル 化を 行 っ た、そ の モ デ ル に 基づ い て 複 数の 教科 で

授 業設計を行 い
，

ネ ッ トワ
ー

クを活 用 す る能力 の 育成 に つ い て 検証 した の で 報告 をす る。

〔」e −一ワ ー ド1 情報教 育 ， ネ ッ トワ
ー

ク ， 高度情報通信 社会

1　 本研究に おけ る 「ネ ッ トワ
ーク活用 能

力］ の 定義

　大阪教育 大の 田 中は ， 「ネ ッ トワ
ー一

ク を活

用 で きる 」 こ とを ネ ッ ト ワ
ー ク リテ ラ シ

ー と

呼ん でお り
，

10 項 目 に ま と め て 定義 し て い

る 1田 中 1995⊃、また ， 富 山大学 の 堀 田 らの

研 究で は ， 「遠 く の マ シ ン か ら 自分 の 声が 聞

こ え る とか ，メ ー ル が 届 い て い るか を確か め

に 見に行 く 」 とい う こ とを 「距離 を超 えて 明

らか に 自分 の 発 信 した情 報が 届い て い る とい

う感覚 を養 う こ と に な る 亅 と と らえて お り，

それ もネ ッ トワ
ー ク の 意味を 知 る と い う点 で

ネ ッ トワ
ー

ク リテ ラ シ ー
と考 えて い る 二堀 田

1995：，本研 究 で は ，大 阪教 育大の 田 中が 定

義 す るネ ッ トワー ク リテ ラ シ
ー

に ，それ 以 前

の 問題で あるネ ッ トワ
ー

ク とは どん な もの か

を段階的に 体感 させ る こ と も含 めて ，ネ ッ ト

ワ
ー

ク活 用能 力 として とらえ．次の よ うに 定

義 した
，

なお ，定義 は 各項 目 ご とに 細分化 を行 い ，

【表 11 に ま と め た 。

n　 学習展開の モ デル 化

　国 立教育研 究所 の 堀 口 と教育家庭新聞 と の

共 同調査 「小 中学校の 情報教育 の 実状調査」

〈1996，8、3）に よ る と コ ン ピ ュ
ータ が 使 わ れ な

い 理 由 と して 「活 用 の 方法 が わ か らない 」 が

小学校 中学校 と も上 位 にあが っ て い る 、し か

し ，
コ ン ピ ュ

ー
タ ネ ッ トワ ーク は環境 で あ る

か ら， ネ ッ トワ…ク を活用 した 学習活 動 は，

各教科 の 内 容 に 依存 し な い 共通 した学習展 開

が あ る と考え ， そ の 共 通 の 方法 を示 す こ とが

で きれ ば活 用 の 頻 度 もあが る と考えた ＝そ こ

で ，ネ ッ トワー クを活 用 した先行 事例 の 調査

を 行い ，学習 の ね らい や ネ ッ トワー
ク の 効果

等に つ い て の 分析 を行 っ た 。 そ の 分 析 を もと

に ，各教科等 で共通 して実施 で きるネ ッ トワ

ーク活 用能 力 の 育成 を意図 した 学習展 開 の モ

デ ル を 4 っ 作成 した，

a ，実験 ・観察デ ータ集約型 ： 実験 ・観 察の

デー
タ を共 有 しなが ら ， 科 学的な原理や

一定

の 法 則 を導 き出 して い く学 習展 開。

b ．学習討論型 ： ひ とっ の 課題 に 対 して 賛成

意 見や 反 対意見 を電子 掲示板に 発信 し，議論

しなが ら理 解 を深め て い く学習展開 。

C ．意見集約型 ：
一

人
一

人 の 考えを 電子 掲示

板 に発 信 し，全 体の 傾 向を 集約 しなが ら課題

を焦点化 して い く学習展 開 、

d ．データベ ー
ス 参画型 ： 学習課題 に基づ い

て ， 協 同 で デー
タ ベ ー

ス を 作 り，そ れ を利 用

す る学習展 開。

（次項 の モ デ ル 図 を参 照 ）
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＊2　tatsuya　horita　　 富山大学 　　　　　　e−mail　 horita＠asuna ．　edu．　toyama−u．　ac．　jD
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a ．実 験
・
骰 察デ

ー
タ集約 型

☆ 甕騒 ・眼察ヲータを共有 しながら．稗学的 な原理O 一足の濫 尉を導 き出 してい く芋旨駐酪．
　救墅内ネッ トワ ークでは．田時にデ ータ以齪集で麈る こと二を話 かし滝突験 霧び穏 塾である．

O 娶騒 P 観顕の 目的

　・同 じ祭件の 寅騒 を2体で行い 多くの ヲータを璽める

　　こ と で 慮誼匿 を昌の ム

　
・
条 停 の 違う粟腫 を共歸で 丙い 多くの ヲ

ー
タ を 粲め る

　　こ とで 法則を 発見す る

　
・圓査綣果や観察£ 鐔讐の 導寮 を する

O 突麻 の突装や観窟悸叢

　 ・理科の化学や櫓理諄の案賎 や自然霞 察

　 ・敗字の 緩肝の 突騒

　 ・ttfiF斗見竿等の 掌EQfi寥 での 靦票記 口

o 正確 は慣鰕を発屠 する貝任

　 ・正 しいM 値ヲ
ー9

　
・
客殿的ば 帳察闘

　 ・躪 萱 嬉禦

O鴨鯤岨簾の利便惟の体騒 こ域翼 の共有 化

　・蚊樋ヲ
ータの グラフ化

　
・
観寮配縁尋の一覧表示

o 契脹や瞬票のまと二め

　 ・自然活則 の発見

　 ・皀分た5 ぼりの！冢

　 ・次の活動 への躍髭豊厩

●ね らい と †る ネ ッ トワ
ー

ク を 話 用 する 能 力●

　O利侵性や秘用す べ さ 堋面の 認質に つ い ての 理 解

b ．学 習馨甘論型

t ひとつ の闘 に対 して貿域憲見 や反灯 思見E 電子帽示顧に 発鱈 し，隆蹌 しぼがら理解 を

　深 めていく学翼展関．で さるだO導
．
えび対ilすうようは測 陰加 肩効である．

Q 憲見 交畏 のテーマ設足

　
・孚校 行事での殴弄霜動 や謝理 更習ぼ どの直鼠体臓

　
・こ れ までの生霜の中 で騒蓑 し て きだ こ とが ら

　
・
教 桝璽創図冨敦 口畴の 共通 の 嵐細を蹉｛3

O 慮見 を1 く立 瑠の明 確化

　
・目兮の 考えを王弧す る

　
・践み 物頁績 での且 燭人物の 立 場に ぼ っ て慝見を■く

o旨理09ts文頓 に ま とめる

C丙 容厚 力励 5 よう尊）一隔 をつけ b
Q患 矯的 客文蠱 や中匿 琲楞す る文 M 畏唄 をしはい

O 昆係の ある思見 昏遇んで翫C
　
・
賢臨 反対，貰悶 ．ア ドバ イス 客と

O 相手の 気馬ち をくみ 取うように厩C

O 相手の監見を騨畳す b ように 書 く

O でE6EV 多 くの入 に質隅 や思見1 書 く

o感 騰的 馨文量 や 中価 腓跨する畏 睨は 璽純 L1

　 O で きうだげす ぐに亟8 を ■く

O 莢退の蓄えを隊める

0自分の奪えを主弧で 蕁う

●ね らい とするネッ トワ
ークt活用する1臣力●

　Q表 環の撞能

　Q唄瞳的に 煽電を発帽 する解鼠

　0祖手E 腎置する迢躪的な闘

c ．E 見 集約 型

査一人一人の1 えが電子掲示暖に 髭信され．2 体の餓同 を集鞄 ずることで 鳳題 を 篤点化し

　てい く学習蕨颶．多くの 価堕観をさん だ凶材を利用す うこ仁顔 有効である．

共通の話題 や経 験

自幼の 慝見 を丐え，発帽する

瓦遅の思見を曼偲 し，考える

互違に 質題 や慧 見を 発傷す ゐ

瓦 遷の 寳間や愚 見に 回召 する

学窖闘

展　関

O 照見交塵の テーマ験足

　・学桟行‘ での段外活勧 や鯛理実習などの亘援体騒

　 ・こ n ま での生活の 中 で経騒して竈たこと尽ら

　・微料匿や図書敦財腎の共通の 頁縞を談G

O 簡潔 rs文夐にま との る

0内 容が ガが るような爿鵬 をつ げ う

○怒燗的 ぼ文韋 陣 電腓 跨する辰 現は 署 PtrJい

0 團傑の ある患見を選んで厩む

　・貿規 辰対，賃悶、ア ドバ イスなど

O 帽手の 気局5を くみ 齦 6 ように 隈6

○帽手の 意見壁碾置するよ うに 魯 く

O で廼6 だ口多 （の 人に貿隅 や意見 を聾く

C懸 鴨的 口又韋P中 価誹膀する文 霓 厩現をしな い

O でε るだけす ぐに 亟鄲 を畧く

O 主体の 煩向をつ かみ 垢 しe いの 闘 を決め る

　 ・閣題 点につ いて

　 ・箪雹 の 考 え方や豊場人 窃につ いて

O 宇8E 深 め る観点 を明碍にす る．

●ね らい とするネ フ トワ ークを活用す る能 力●

　σ表現の技能

　O 慣極的 に購輾を発億する慝屋

　o 帽手を騒量すう協胴的 な圜 蟹

d ．デ
ー

タ ベ ー
ヌL参 画型

☆ 享8 良塵に 基づい て ，壌同 で デ ータ ベ
ー

ス を作り，そ nEPS 用して い く寧冒置開．知麗

　の蹙理や理解 の濠 ま り 竈促 ずこ と を ね らい と し だ 閭題 霞 作 りの ような学習が肩効 であ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O データベ ース作旺 の 目的 の 零確化

　　 　　・掌 びδい による＄習

　　 　 ・孚 習の遇 程を髦観した君髄

　　　
’隅題作頃 による舌手慝翼の克鰹

　　 O作成する冏 題P 霪当 ・ガ霞する内宕

　　 ・目分の舌 手な ガ野の悶題を仔る

　　　
・

俘 畠尋呈 にの 中 で担当耳る部鯵

　　　
・隅べ 字輦 の”担 歴力

O 表瑕の工天

　 ．唖 面 a｝L，｛苒トや色使 」、の工 夫

　 ・グうフや図の利用の仕 万

Olff 随を守 5
　
ゆ著咋窃か らの 引尾

o 呈仁‡の徴観

　 ・全鉱 を見 て 、渓 の閾 に醸 り罎G
Q 亙違の 咋 畠 を み う

　 ・表 覗の 方 濫倉とを 蜜 照耳 る

Q間 題 を瞬 く

　
・
苫手曜闘 目の朋 のために解 く

　
・
決められ に擢顆の囘題を解 く

o慰見交竣

　
・作品に 対するアド〔

’
O や憩想，質局

・
回否

O 檜互牌画

　 ・悸旺 した問 四に対すξ」感見

　
・
解吾した間齟に対すら駕 娩沼ど

O表環の 工矢

　
・画 面のレ伊）トや色使い の 工夫

　
・グラフや図の刹用のttfi

O 著咋権を守 る

　 ・看 炸物がらの強用

● ねらい とする事ツ トワ
ークを 活用 する 能 力●

　O 利便 駐や利用すべ謹場面の 認隱に
．
つ い て の 理貿

　o 表理 の肢能

　O 根腫的に 偶 報を尭信耳る醸屋
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皿 　授 業の 設計 と展 開

　モ デル 化 した 4 つ の 学習展開 を も とに ， 授 業設 計 を行 い 検証授 業 を実施 した 。 モ デル と授 業
の 関係 は 以下 の 表 の 通 りで ある 。

愚

　展 　 の モ デ ル と授 一の 　 一
モ デ ル 実験

・
観察テ

 
タ集約 型 学習討

・
型 意 見集 約型 テ

 
タペ ー

ス参 画 型

学 習 展 開

実 験 ・
観察デ ー

タを共 有 し

な が ら，科 学的 な 原 理 や

一
定 の 法 則 を 導 き 出 し て

い く学 習 展 開

一
つ の 課 題 に 対 し て 賛 成

反 対 意 見 を電 子 掲 示 板 に

発 信 し ， 議 論 し なが ら 理

　 を 深 め て い く
“
　 展

『
人
『

人 の 考 え を電 子 掲

示 板 に 発 信 し ，全 体 の 傾

向 を集約 し なが ら課 題 を

焦 点 　 し て い く 学 習展 開

学習 課 題 に 基 づ い て ，協

同 で デ
ー
タペ ー

λを 作 りな が

ら，利 用 して い く学習 展

開

ネ ッ トワ ークを

活 用する能 力

利 便性 等 に っ い て の 理 解 表 現 の 技 能

積極 的 に 発信 す る 態度

　 　 を尊 重 　 る 態度

表 現 の 技 能

積 極 的 に 発 信 す る 態 度

　 手 を尊 重 　 る 臣

利 便 性 等 に つ い て の 理 解

表 現 の 技 能

　 　 的 に 　
二1

学年 ・教 科・時 中 2 ・
理 科 ・1 時 間 中 2 ・道 徳

・2 時 間 中 2 ・国語 ・3 時 中 2 ・噛1’・4 時 目

学 習 内 容

2 つ の 電 池 と豆 電球 を 庚 っ

て 回 路 を 組 立 て ，正 しい 回

路 を見 つ け る 実 験 を す る

資 料 を読 み，進 路 で 悩 む

主 人 公 の 葛 藤 に つ い て ，
自 分 の 考 え を主 張 し あ う

東 南 ア ジ ア で 生 活 す る 子

ど もた ち の 問 題 点 な ど を

話 し合 う

協 同 で 数 学 の 電子 問 題 集

を作 成 し，互 い に 解 き あ

い 学び あ
’

授 業 設 計 上 の

工 夫

実 験 中 に 互 い の デ
ー

タ を

比 較 で き る よ うに ， 各 班

2 台 の コ ン ピ ュ
ータ を 用

意 し，1 台 を データ を 発

信 用 に 1 台 を 受信 用 に 利

用 し た

発 信 数 を多 くす る た め に

意見 の 対 立 が 起 き や す い

主題 を設 定 し た。感情的

な 対 立 等 の トラブ ル が 起

きや す くな る の で 指 導 上

配慮 した

多 様 な 価 値観 を 引 き 出 す

題 材 を用 意 し，同 時 に 複

数 の 議 論 が お きる よ うに

工 夫 す る と と も に 全 体 の

傾 向 を 把 握 し，議 論 の 内

容 を 整理 す る よ うに し た

協 同 で 問 題 集 を 作 る 活 動

を行 い ，知 識 の 整 理 や 理

解 の 深 ま りを促 し なが ら

学 び あい が で き る よ うに

工 夫 を し た

N 　授業 の 結果

（1 ）利便性や利用すべ き場面 につ い で の 知

　識 ・理解

　 実 験 ・観 察デ ー
タ 集約 型 の 事後調 査 （グ ラフ

1）か らは ， す べ て の 項 目に 対 して 85 ％ 以 上

の 生 徒 が利 便性 を感 じ て い る と回答 して い

る。生徒 の 感 想 に も利便性 に っ い て の 意 見が

多 く 出 され て い た 。 デ
ー

タが 逐 次集 約 され ，

他 班 の デー
タ を 参 照 で き る よ うに した こ と に

よ っ て 利便 1生や利 用す べ き場面 に つ い て の 理

解が 深 ま っ た とい える 。

　

（2 ）相手 に適切 に伝わ るよ うな表 現の 技能

　サ
ーバ に 蓄積 され た 学習討論型 ， 意見集約

型 の 記録 か らは ， 内容 が わ か る よ うなタ

’
イ ト

ル の 付 け方 の 工 夫 や行 間 をあ け る ， 文末 をそ

ろ え る 等 の 読 み や す さ へ の 工 夫 が 表 れ て い

た 。

（3 ）積極的に発信する態度及び相手を尊重

　 する態度

　 学習討 論型 で は 2 時 間で 平均 4．1 本／人 ， 意

見集約型 で は 3 時間 で 平均 5．0 本 ／人 の 発信 が

あ っ た 。 調 査 結果 （グ ラフ2）で も積極 的に 意見

を 交換 した と 自己 評価 して い る 。 特 に 普段 の

授業 で 発 言 の 少 な い 生 徒 もほ ぼ 同数 の 発 信 を

して い た 。 こ の こ と は積 極 的に 学習 に関 わ っ

て い る こ とを示 して い る。学習 の 記 録か らは ，

自分 と違 う立揚 の 友 達 に返 事 を出す ときで も

相 手 を傷 っ け ない よ うな表現 を して い る こ と

が うか が えた。

V ．考察

（1）実験 ・観 察デ ータ集約 型

　同 じ条件 の 実験 を 全体 で 行 い 多 くの デー
タ

を集 め る こ とで 信頼 度 を高 めた り， 条件 の 違

う実 験 を共 同 で 行 い デ ータ を集約 す る こ とで
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法則 を発見す る 理科の 授業や数学の 統 計の 授

業で 活用で きる L
．他 の 学級の 実験結果等 も参

照す る展開 にす る と、さらに 利便性 の 理解が

深 め られ る 、

（2 ）学習討論型

　で き るだ け考 え が対立す る課題 を設 定す る

こ とが 有効で ある。 こ れに よ り，議論 が 白熱

し発 信数が増え る こ とに な る． し か し ，複数

の 議 論が 同時 に 行 わ れ る 傾向が あ る 。 ま た ，

熱 中す る こ と で 人権 上 の 問 題 も発 生す る 可 能

性 が ある こ と に 注意 しなけれ ばな らな い 。

（3 ）意見集約型

　多 くの 憊値観 を含 ん だ題材 を利 用す る こ と

が 有効で ある．同 じ経験 を し て も人 に よ っ て

考 え方や感 じ方が 違 うこ とを発信 され た意 見

を通 し て 感 じ取 らせ る こ とで ，他者 を認 め 尊

重す る態度 が育成 で きる、授 業者 は議 論の 展

開 を把握 し，時折 介入 し て 方 向性 を整 え る 必

要が あ る 、

（4 ）デ ータベ ー
ス 参画型

　知識 の 整理 や理 解 の 深 ま り を促 す こ とを ね

らい と した 協同 問題集作 り の よ うな学習が有

効 で ある．問題を作成す る こ とに よ り知識 の

整理 が行 われ ，作成 した問題 へ の 質問に 答 え

る こ と で さらに理 解が深 ま る。問題作 りの 授

業 は 各教科 で 取 り入れ られ て きた が ， 互 い の

問 題を 自由 に解 き あ うこ と ま で で き なか っ

た，問題 作 成に 関 して ， 著 作権の 問題 を念 頭

に お きな が ら指 導す る必 要 が あ る。

【表 1　 ネ ッ トワーク活用 能力 の 細分化 】

○ 利 使性や 利 用 す べ き墳面 の 総識 に つ い て の 知 識
・理 解

同 時 に 　 く の 人 が ぜ 報 を 発 信 で き る こ と
一度 に 　 くの 人 に’ 報 を　　言で き る こ と

発 信 す る
し す ぐ相 手 に 　 　 こ と

情 報は 　　 され 、共　 で き る こ と

多くの 人 の ，．見 や 考 え を 知 る
’
こ とが で き る こ と

轡
　や　　 が 共同で で きる こ 冫

同 じ 時 間 や 同 じ場所 で な くて も情 報 交 換 が で き ろ
γ

O 表現 の 技能

自
∠

の メ ・セ
ージ に　　 をす る よ うに な る

メ ッ セ ージの 内 容が わ か る よ う に タイ トル を っ け

る
一

と が で き る

読 み た い と黒 わ せ る よ
’

に タ イ トル を 工 夫 で き る

気 持 ち を 伝 え る た め の 工 夫 が で きる （ス マ イ リ等）

必 　 に 広 じて 引 用 形式 で 文章を　　 こ とが で き る

読 み や す い 画 面 を レ イ ア ウ トで き る

音 声 や 画 像，映 像を効 果 的 に 使 うこ とが で き る

○ 積 極的 に惰報を発信する態度

自
∠

の 考 えや ，見 は 必ず 書

相 手 に 対 す る 、．見 や
『
問 や 感 ，、を

返 事 は で きる だ け す ぐに

回 答 で き る質問 に は で き る だ げ 応 え る

O 相手を暮重す る態 度

一い た 入 の 気 持 ち を　 え て
塾

む
弼

む 　 の 気 持 ち を　 えて 　．　　 く

公 共 の 場 で の 言 　 　 い 　 す る

感情的 な 文 章 は 書 か な い

プ ラ イ バ シ
ーを　 む 寸　 セ キ ュ リテ 　

ー
を・る

著作権を守 る

VI 今後の 課 題

（1 ）年 間指 導計画へ の 位置づけ

　 ネ ッ トワ ーク 活 用能力 を育成す る には ， 単

発 的 な授 業で は な く ， 各教科 等の ね らい に 即

し て ， 継 続的に 実施 し て い くこ とが 望 ま しい 、

各 教科 間 の 連携 を 図 る 必 要が あ る 。

（2 ）状況把握の ための支援シス テム

　 関連意 見等で
一

覧が 整理 され た り ， 生徒 が

授 業時間 中に ど の 位の 意見 を出 して い るか を
一

覧表示 させ た りす る機能等授 業者 を支援 す

る シ ス テ ム が必 要 で あ る。

（3）イ ンタ ーネ ッ トの 利用に むけて

　広域ネ ッ トワー
クや マ ル チ メ デ ィ ア 化 に対

応 して ，ネ ッ トワ
ー

ク を活 用す る能力を再検

討 す る必要が あ る ．ま た ， それ に伴 う新 たな

学習展開の 方法 も検討 して い く 。
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